
●講義の概要
　IRに関する基本概念およびテクニカル・タームを修得する。
　この分野は英語力が必須であるため、なるべく英語の文献

をアサインすることがある。

●講義の到達目標
　英語でIR合法化に関する議論ができる、適確に（英語で）
少なくとも入口程度は。外国のオペレーターに日本の状況を
説明できる。

●講義計画
第 1 回：オリエンテーション／授業の進め方
第 2 回：いろいろなIR例
第 3 回：日本のギャンブリング
第 4 回：「カジノ」とは何か／ IRと法（概論）
第 5 回：ラスベガスの歴史①「19世紀～ 1945年」
第 6 回：パリ・ミューチュエル／宝くじ
第 7 回：ラスベガスの歴史②「1945年～ 1970年」
第 8 回：パチンコ・システム
第 9 回：カジノ・ゲーミング①「基礎編」
第10回：アメリカ各州の統計値
第11回：シンガポールとマカオ
第12回：カジノ・ゲーミング②「応用編」
第13回：ラスベガスの歴史③「1970年～今」
第14回：Names to know
第15回：テクニカル・ターム演習

●成績評価基準と方法
　テストおよび授業での発言・レポートを通じて総合的に評
価する。日本のゲーミングに関する口頭試問（英語）を行い、
プラス点の要素とする。

●テキスト又は参考文献
谷岡一郎・松田道弘『カジノゲーム入門事典』東京堂出版、
1996年（本体2900円）
谷岡一郎『ラスヴェガス物語』PHP研究所、1999年（本体657円）
谷岡一郎『Pachinko and the Japanese Society』大阪商業大
学アミューズメント産業研究所、2000年
（以上は絶版もあるため、コピーを配付する）

●受講上の留意点
　英文の宿題があるので、休まぬよう。
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●講義の概要
　IRにおいて、カジノが重要な要素であることは論を待たな
いが、それだけではない。ホテル、MICE、ミュージアム、ショ
ウ／アトラクションなど、いくつもの部門があり、それぞれ
について人事管理、経理・会計、法律・規制などが異なる。
それらを総称して「IRのマネジメント」なのである。

●講義の到達目標
　IRの部門のうち、「カジノ」ともうひとつ何か別の要素（た
とえばホテル）について、マネジメントのリーダーシップの
とれる能力を身につけることを到達目標とする。カジノにつ
いては全員がある程度知っているべきと考える。

●講義計画
第 1 回：IRマネジメント総論
第 2 回：MICEの考え方
第 3 回：カジノ・マネジメント総論
第 4 回：人事管理総論
第 5 回：人事管理（ゲスト）
第 6 回：ホテル・マネジメント
第 7 回：ショウ／アトラクション／ミュージアム
第 8 回：（中間発表）：トピック決定
第 9 回：会計規準
第10回：IR会計（ゲスト）
第11回：流通論
第12回：不確定要素と危機管理
第13回：IRマネジメントの未来
第14回：院生によるレポート／ディスカッション
第15回：院生によるレポート／ディスカッション

●成績評価基準と方法
　講義への参加34％、ディスカッションの質33％、レポート
33％を目安とする。

●テキスト又は参考文献
　講義の中で提示する。英文のものも使用する予定。

●受講上の留意点
　受講者全員のスケジュール調整によって、集中や休日開講
がありうる。

IRマネジメント論
担 当 者

開講時期 単　　位

谷岡　一郎／中條　辰哉
前期 2
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